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本マニュアルの使い方  

 

すでに Drupal の日本語化された環境があり、はじめて Drupal 8 を学ぶ場

合は、サイトを作ってみよう！ から始めて下さい。はじめてインス

トールから始める場合は、第 14 章 Drupal を学ぶ環境（パソコン編） か

らをお薦めします。 

 

 

 

• Acquia Dev Desktop 2 のダウンロード 

 

第15章 Drupal 8 を学ぶ環境（パソコン編）

Acquia Dev Desktop 2 のダウンロード

Drupal 8のインストール

第1章 Drupal 8 を使ってみよう
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はじめに 

Drupal とは 

Drupal はオープンソースソフトウェアで、Web サイトのコンテンツ管理システム、一般的には

CMS(Content Management System)のカテゴリーになります。代表的なオープンソース CMS と

して WordPress や Joomla などがあり、Drupal は 2000 年の 5 月に最初のバージョンが公開され、

現在(2016 年 10 月)の最新版は Drupal 8.2 です。 

開発経緯などの詳細は、Wikipedia で確認できます。 https://en.wikipedia.org/wiki/Drupal 

 

ホームページといわれる情報発信がメインの機能の他に、Web サービスを中心とする他のさまざま

システムと連携する Web アプリケーションの開発環境としても、今後、たくさん使われます。 

Drupal 8 で簡単な Web サイトを構築して、その後、世界中のさまざまシステムと連携して Web ビ

ジネスへ発展させるようなことも可能です。 

また、スマートフォンやタブレットのようなモバイル情報端末や、ウェアラブルコンピュータ、家

電、自動車など、あらゆるものがインターネットにつながる、IoT(Internet of Things モノのイン

ターネット)時代に最適な開発環境です。 

ぜひ、Drupal 8 で社会に役立つ、豊かになるサービスや応用を作ってください。 

 

https://en.wikipedia.org/wiki/Drupal
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追加説明項目(予定) 

Managing users and permissions 

Finding and evaluating modules for Drupal 8 
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第1章 Drupalを使ってみよう 

 

Drupal８の簡単な使い方を、はじめて使う人向けに説明します。Drupal の使い方や機能は、

Drupal コミュニティサイト (https://www.drupal.org) の英語資料や、今後出版されるさまざまマ

ニュアルや説明書籍、ネット検索を参考にして下さい。 

 

サイトを作ってみよう 

「さくらサッカークラブ」のホームページを作ってみましょう！  

 

 

https://www.drupal.org/
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管理画面へのログイン 

まずは、ユーザーログイン画面がページに表示されていない場合は、サイト名の URL の後に、user 

もしくは user/login でログイン画面を表示させます。 サイト名/user    サイト名/user/login 
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ログイン後の設定 

アカウントの設定 

Drupal８のインストール後デフォルト状態では、サイト訪問者がアカウント申請できる状態です。

スパムなどの対策としても、管理者だけがアカウント追加できる設定にしましょう。 

 

管理をクリック 

 

 

環境設定をクリック 
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ユーザー 「アカウントの設定」 をクリック 

 

 

 

管理者のみに設定し、「設定を保存」をクリック 

 

 

メンテナンスモード 

開発時や Web サイトの更新作業など、一時的にサイト全体を非公開状態にする機能がメンテナンス

モードです。ユーザー権限で、メンテナンスモードでもログインできるユーザー設定可能。 

管理画面－＞環境設定－＞開発 メンテナンスモード 
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「サイトをメンテナンスモードにする」をクリック 

 

「メンテナンスモードの際に表示するメッセージ」には、文書や Drupalの管理画面で登録したデー

タなどを参照して表示する機能や、簡単な HTML タグを設定することができます。 
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実際表示例、上部の２行は、サイト名、スローガンを表示しています。そのデータは、次に節で説

明する、管理画面－＞環境設定－＞システム「サイトの基本設定」で設定しています。 

最後のリンクは HTML タグで設定。 

 

 

サイト名の設定 

設定は管理画面で行います。 

管理画面 -> 環境設定 -> システム：サイトの基本設定 

「サイト名」、「スローガン」などを設定します。この画面で記入したメールアドレスは、問合

せの送信アドレスやユーザー登録などの管理者メールアドレスにも使われます。 
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このような感じで、表示されます。Drupal 8 の標準デザインテンプレート Bartik の場合です、

他のデザインテンプレートでは表示やデザインは異なります。 

 

 

同じ「サイトの基本設定」のページで、「フロントページ」は、トップページの設定です。

Drupal では、「コンテンツを追加」でページを作成した際に、掲載オプションの「フロントペー

ジに掲載」をチェックすると、自動的に作成日付順にトップページに表示されます。 

「デフォルトのフロントページ」は、現在の標準インストールしたデフォルトのトップページ以

外のトップページに指定する場合のみ、そのページを記入します。たとえば、キャンペーンサイ

トや特別なランディングページを運用したい場合など。 
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「エラーページ」は、たとえば、登録会員のみアクセスできるページでエラー403 が起きた場

合、そのエラーページを事前に作成し、そのページの URL を設定することで、そのエラーページ

に自動的に移行します。 ページが見つからないエラー404 の場合も同様です。設定すること

で、たとえば、どのくらいエラーが起きているか、などのサイト分析に利用も可能です。設定し

ない場合は、すべてトップページに移行する設定です。 
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ロゴの設定 

管理画面 -> テーマ -> Bartik（デフォルトテーマ）の 設定 をクリック 

 

 

 

ページの下部「LOGO IMAGE」、「FAVICON」のチェックを外し、参照から新しいロゴ画像

をアップロードします。アップロードされると以下のようなパスが設定されます。 

 

 

以下のようなロゴを設定してみました。 
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「FAVICON」はファビコンを設定します。操作はロゴと同じように。 

「PAGE ELEMENT DISPLAY」で、表示する要素をデザインテンプレートごとに変更します。 

 

 

エディターの設定と機能追加 

Drupal 8は、デフォルトでページの本文など作成するエディター（ブログのように文章や写真を作

成する機能）CKEditor が使えます。下記は「フル HTML」のデフォルト状態です。 
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CKEditor の設定 

Drupal のエディター機能には、「ベーシック HTML」「制限付き HTML」や「フル HTML」など

の設定プロフィールがあります。ベーシック HTML は簡易 HTML で、画像などの HTML タグが制

限されています。フル HTML は画像を含めた、さまざま HTML タグが使えます。 

制限付き HTML は HTML をそのまま書くことができますが、HTML タグに制限を設定しています。

デフォルトで使える HTML タグは、 

<a href hreflang> <em> <strong> <cite> <blockquote cite> <code> <ul type> 

<ol start type> <li> <dl> <dt> <dd> <h2 id> <h3 id> <h4 id> <h5 id> <h6 id> 
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「フル HTML」の設定 

管理画面－＞環境設定－＞コンテンツ作成 テキストフォーマットとエディター－＞フル HTML 

 

「設定」をクリックし、「ツールバーの構成」で利用可能な機能とボタンを追加設定します。 
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「グループ名を表示」をクリック 既存グループやグループを追加し、「利用可能なボタン」から

移動させます。 

CKEditor のプラグイン設定 

画像のアップロードディレクトリを設定、最大ファイルサイズは PHP 設定が反映されます。 
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IMCE モジュールの追加 

標準の CKEditor では、上記のアップロード先しか設定できません。 

 

 

CKEditor で文章を作成しながら、写真やファイルをアップロードし、ディレクトリを管理できる

IMCE (IMCE File Manager) モジュールを使うと便利です。 

 IMCE モジュール  ダウンロード  https://www.drupal.org/project/imce 

モジュールなどの説明資料は、ダウンロードページの右サイドメニューの「Resource」Read 

Documentation で確認します。 

https://www.drupal.org/project/imce
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ダウンロードファイルは、ページ下部の tar.gz ファイルまたは zip ファイルを選択し、マウスの右

クリックメニューから「リンクの URL をコピー」を選択します。ブラウザにより表現が異なります。 

 

その状態で、機能拡張の画面に移行します。 

管理画面 -> 機能拡張 

 

「新しいモジュールをインストール」をクリック 
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「次の URL からインストールする」に先ほどの CKEditor のリンクを貼り付け、「インストール」

をクリック 

 

 

IMCE モジュールのダウンロードのあと、「次のステップ 」で次の操作を選択できます。実行でき

るようにする「新しく追加されたモジュールを有効にします」を選択。 

 

 

ページ移動後、機能拡張ページの下部にある「メディア」の IMCE をチェックし、「インストー

ル」クリックします。 

 

インストール後、「Configure」をクリックして、設定画面に移行します。 
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IMCE モジュールの設定画面には、「Configuration Profiles」と「役割りへのプロファイル割り

当て」があります。役割りへのプロファイルでは、ユーザー管理で追加したユーザーの役割りに対

して、IMCE モジュールを役割りユーザーごとに設定します。 

 

Configuration Profile を追加することで、さまざまユーザーの役割りに応じたプロファイルを追加

管理できます。たとえば、管理者ユーザーの「Admin profile」を編集します。 

 

 

「許可されている拡張子」「Disk quota」「Upload replace method」などは必要応じて変更

します。 
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「FOLDERS」では、画像や文書ファイルなどをアップロードするディレクトリを作成し、権限を

「All Permission 」に設定します。なお、最上部のルート/・の設定は、Drupal コアなどのディレ

クトリも含めたアップロード管理になります。一般のユーザーでは使いませんので、できれば、

「All Permission 」をチェック OFF にしましょう。 
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設定を保存し、さらに追加する場合は、追加のディレクトリ設定が 2 種類、表示されるます。 

 

次に、IMCE モジュールを CKEditor で使えるように設定します。 

管理画面－＞環境設定－＞コンテンツ作成 テキストフォーマットとエディター－＞フル HTML 

 

設定をクリック。 利用可能なボタン、IMCE モジュール用の 2 種類を「アクティブツールバー」

に移動させます。  は、画像と IMCE と同じアイコンになりますが、マウスカーソルオンの状

態で説明が表示されますので、その違いを確認します。 
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実際のコンテンツ作成ページで、CKEditor から IMCE モジュールのアイコンをクリックすると、以

下のようなファイル管理ウィンドウが表示されます。 
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ページの作成 

サッカークラブの紹介ページを作りましょう。 

管理画面－＞コンテンツの追加 をクリック 

 

 

 

「基本ページ」と「記事」があります。違いは、写真を取り扱う機能が標準で付いているのが記事

です。文章主体のページの場合は基本ページを使います。 まずは、記事を選択 

 

 

 

「記事」は、記事やニュース、簡単な情報をページとして公開するコンテンツを作成します。 

「タイトル」に、ページのタイトルを記入します。「タグ」には検索キーワードとなる単語を記入

し、複数の単語を記入する場合は、半角カンマで区切ります。「本文」は本文となり、ページの文

章を記入します。本文のエディターはインストールした CKEditor を使います。 
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本文の「概要を編集」をクリックすると、サマリーの文章を記載することができます。サマリーに

記載した文章は、「トップページへ掲載」オプションを有効にした場合、トップページにはサマリ

ーの内容が表示され、「続きを見る」が表示され、クリックすると本文のページに移行します。 

 

 

 

便利な使い方として、ブロック表示のアイコンをクリックすると行単位のレイアウトがみやすく表

示されます。 
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画像やスクリプトのような HTML タグを使う場合は、「テキストフォーマット」で「フル HTML」

を選択します。 

 

 

画像の設定は、「画像」の「ファイルを選択」をクリックして画像をアップロードする方法と、

IMCE モジュールでアップロードする方法があります。 

 

使い方は、ページのコンテンツを作成する際に、「画像」の「ファイルを選択」を使う場合は、決

まったレイアウトで画像を使うような場合に適しています。IMCE モジュールなどは、ページのコ

ンテンツ内で任意の場所に画像を配置するような場合に便利です。ニーズに応じて使い分けます。 
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「画像」の「ファイルを選択」は、次章の第 2 章、コンテンツタイプの作成で説明する、フィール

ド追加で設定します。詳細は第 2 章にて。 

 

ファイルを選択して画像を追加してみましょう。「Article」の場合、デフォルトでは、画像は上記

本文の上に表示される設定になっています。 

 

 

 

本文欄に文章などを記載し、画像もアップロードしたら、「掲載」の下にある、いくつかのページ

設定を行います。 

 

「メニューの設定」の「メニューリンクを生成」でメインメニューに追加できます。「メニューリ

ンクのタイトル」はなるべく短く設定しましょう。 

「説明」にはマウスをメニューに移動した際に表示されるテキストを記載します。 

「上位の項目」は複数のメニューを選択できますが、デフォルトのメインメニューのままです。 



 

 

32 

「ウェイト」はメニューが表示される位置を設定します。たとえば、ホームの右横であれば、１を

選択します。 

 

 

「新しいリビジョンの作成」は、版数管理などを行う場合や、ページ削除後に、元のページに復元

したいときに便利です。さらに、承認・発行などのワークフロー関連モジュールでは、リビジョン

機能を使って機能拡張しています。 

 

 

複数のリビジョンを作成した場合の管理画面 
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「コメント」は、必要でなければクローズドにしましょう。「コメントの設定」は、コメント機能

を使う場合は、「オープン」を選択し、使わない場合は「クローズド」を選択します。 

 

記事のデフォルではコメント機能を選択できますが、いつも使わない場合は、次章の第 2 章で説明

するコンテンツタイプの設定で、記事のコンテンツタイプの「フィールドの管理」、コメントのフ

ィールドタイプを削除します。 
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「URL エイリアスの設定」は、表示される URL を自由に設定できます。たとえば、URL として、

http:// ドメイン名 /news/2016/1025 というような設定をする場合、/news/2016/1025 を記

入します。 

 

 

 

Drupal のデフォルトは、ページの番号「ノード番号」 node/1 が自動的に設定されます。URL エ

イリアスで node/1 から about に変換しています。管理画面では、ノード番号を使います。 

 

URL の動作を制御する便利なモジュールを追加すると、さまざまなパターンで自動化できます。 

Pathauto モジュール https://www.drupal.org/project/pathauto 

 

https://www.drupal.org/project/pathauto
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「投稿の情報」はページを作成したユーザーや日時が表示されます。 

 

 

 

もし、必要でない場合は、「コンテンツタイプ」の設定で変更できます。 

 

https://www.drupal.org/project/pathauto
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管理画面 -> サイト構築 -> コンテンツタイプ 記事 -> 編集 

 

「表示設定」 のチェックを外します。 

 

 

「フロントページへ掲載のオプション」は、第 3 章で説明します。デフォルトの設定で。 

 

 

 

これで、「保存」をクリック。さくらサッカークラブについてのページができ、トップページに見

出し表示スタイル（ティーザー）で自動的に表示されます。「リスト上部に固定」は、フロントペ

ージなどに掲載した場合、複数の記事が掲載され、その中でも上部に表示させます。 
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もし、画像を本文の上から下に変更したい場合は、 

 

管理画面 -> サイト構築 -> コンテンツタイプ -> 記事：表示管理 

 

画像のフィールドにある「ドラッグして並び替える」アイコンを使って移動させるか、「行のウェ

イトを表示する」で数値入力します。 
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「行のウェイト表示する」場合 

 

 

 

クラブについてのページの画像は、上から下に変更なりましたが、トップページに表示される画像

は、変更にされていません。トップページに表示する、「ティーザー」の設定を、コンテンツタイ

プ記事の表示管理で設定します。「ティーザー」をクリックします。 
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デフォルトと同じように、画像のフィールドを本文の下に移動させます。次に、ティーザーで表示

される場合は、画像を小さく、サムネイルで表示させるために、画像のフォーマットにある設定ア

イコンをクリックして画像のスタイルを変更できます。「画像のスタイル」で「サムネイル

(100x100)」を選択します。 

 

 

 

「更新」をクリックし、「保存」をクリックします。 

 

画像のスタイル 

「画像のスタイル」は以下の管理画面でオリジナルサイズや画像の加工などを設定登録し、サイト

内のさまざまコンテンツで表示設定を管理します。 
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管理画面 -> 環境設定 -> メディア： 画像スタイル -> スタイルの追加 -> スタイル名設定 

 

「新しいエフェクトを選択」で、トリミング、カラーなど、さまざま設定を選択できます。新規に

追加する場合は、「画像スタイルを追加」をクリックします。 

画像スタイル名称を入力し、「新しいエフェクトを選択」をクリックし、「変換」「トリミング」

「グレースケール化」「リサイズ」「回転」「尺度」「拡縮とトリミング」の中から選択します。 

 

 

 

尺度 200x200 で設定した場合 
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記事のコンテンツタイプ設定変更し、今作成した画像スタイルを適用すると表示が変わります。 

 

管理画面－＞サイト構築－＞コンテンツタイプ－＞記事：表示管理－＞画像フィールド：設定 

 

画像のスタイルで、作成したスタイルを適用 

 

 

先ほど作成したトップページに戻ると、画像が下になり、サイズも小さくなりました。 
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第2章 チームメンバーのページを作ろう 

 

Drupal ８のデフォルトインストールにある「記事」と「基本ページ」 だけでページを作成し、シ

ンプルな Web サイトを作る場合は、これから説明する コンテンツタイプの作成 はスキップして下

さい。 第 3 章 お知らせのページを作ってトップページに表示 から始めて下さい。 

 

コンテンツタイプの作成 

コンテンツタイプとは 

「記事」「基本ページ」もコンテンツタイプです。データを登録するページやコンテンツなどを作

るときにコンテンツタイプを使い、そのデータの構成、たとえば、写真、日付、文章、単語、メー

ルアドレスなど、さまざまなデータを組み合わせます。その作成環境を Drupal ではコンテンツタ

イプといいます。 

詳細は以下の英語の説明資料を参考にして下さい。 

https://www.drupal.org/docs/7/nodes-content-types-and-fields/working-with-content-

types-and-fields-drupal-7-and-later 

 

https://www.drupal.org/docs/7/nodes-content-types-and-fields/working-with-content-types-and-fields-drupal-7-and-later
https://www.drupal.org/docs/7/nodes-content-types-and-fields/working-with-content-types-and-fields-drupal-7-and-later
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管理画面－＞サイト構築－＞コンテンツタイプ 

 

 

https://www.drupal.org/docs/7/nodes-content-types-and-fields/working-with-content-types-and-fields-drupal-7-and-later
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「記事」には画像のアップロード機能がありますが、コンテンツの追加で「基本ページ」を選択す

ると、画像のアップロードやタグなどは使えません。Drupal 8 では、コンテンツタイプで、デフォ

ルトの「記事」 や「基本ページ」のページ構成を設定しています。Web サイトで必要なコンテン

ツや機能を新しいコンテンツタイプでホームページを管理します。 

 

さらに、複数のコンテンツタイプを定義して、ページを作成できる人、ページを公開する権限設定

を簡単にユーザーとグループで管理できます。たとえば、コンテンツアクセスモジュール

（Drupal8 対応作業中） などで。 

 

 

チームメンバーの紹介ページを作ろう 

チームメンバー紹介のページを作る場合は、たとえば、メンバーごとのページを作り、そのページ

に、名前、ポジション、プロフィール、写真、などを記載するフィールドを作成します。 

 

ページ構成の概念 
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新規作成する各フィールドのデータのタイプは 

 名前   テキスト 

 ボジション  テキスト 

 プロフィール テキスト長い文章 

 写真   画像 

 

コンテンツタイプを作成しましょう 

管理画面 -> サイト構築 -> コンテンツタイプ 

 

名前 

ポジション 

プロフィール 

 

写真 

 

 



 

 

47 

「コンテンツタイプの追加」で新しいコンテンツタイプを追加します。 

 

コンテンツタイプの名前、システム内部名称「編集」をクリック（データベースの定義になるの

で、認識しやすい名称を半角英数字とアンダースコアで作成） 

 

 

後でわかりやすいように、説明も記入します。 

 

 

 

「投稿フォームの設定」はタイトルのラベルを定義し、作成したコンテンツのページを保存し発行

する際にプレビューを表示して確認する設定が可能です。「任意」は保存するときにプレビューを

選択できる設定。「説明や投稿のガイドライン」は、このコンテンツタイプで編集するときに、ペ
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ージの上部にメッセージなどを表示させることができます。ページ作成の注意事項などを表示させ

ることもできます。実際の公開されるページには表示されません。 

 

 

 

「掲載オプション」で、フロンページに掲載と設定すると、チームメンバーのページを作成したと

きに同時にトップページにも表示されます。 

 

 

 

「表示設定」は「作成者と日付情報を表示。」を外し、「メニューの設定」はデフォルトの「メイ

ンメニュー」です。Drupal 8 からコメントは独立したコンテンツタイプとして管理します。その他
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のメニューは、管理画面ページに表示されるメニューや自分で追加したメニューなどを設定できま

す。 

 

 

 

「デフォルトの親項目」は、このコンテンツタイプで作成するときに、デフォルト設定を変更する

場合に設定します。 

「保存しフィールドを追加」をクリック 

 

 

フィールドの追加 

 

 

･メンバーの名前を追加 
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「フィールドの追加」をクリック 

 

 

「フィールドタイプを選択」で「テキスト(プレーン)」を選択し、フィールドの「ラベル」は、英

数字の場合は「システム内部の名称」もそのままの英数字になりますが、ラベルが日本語の場合は

「編集」をクリックして、英数字で設定します。 

この名称はデータベースのフィールド名になるので、なるべく、後で参照や設定画面で何のコンテ

ンツタイプのどのようなデータなのか、わかりやすいようにしましょう。 

 

 

 

フィールドの「最大長」、「値の許容範囲」はデフォルトで。「ヘルプテキスト」、「デフォルト

値」などもデフォルトで。 
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これで、チームメンバーの名前のフィールドができました。 

 

 

･メンバーのポジションを追加 

同じ手順で、メンバーのポジションを設定します。 

 

 

 

 

･メンバーのプロフィールを追加 

メンバーのプロフィールを作成します。長い文章になるのでフィールドタイプは「テキスト(フォー

マット適用・長文」を選択します。設定はすべてデフォルトで作成します。 

 

 

 

テキストのフォーマット適用は、CKEditor が使えるもので、プレーンはテキストボックスに記入す

るタイプです。 

 

･メンバーの写真を追加 

メンバーの写真は、フィールドタイプ「画像」を選択します。 
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「アップロード先」は、「パブリックファイル」がデフォルトですが、Drupal には「プライベート

ファイル」もあります。「プライベートファイル」を有効にすると、ログインしたユーザーだけが

ダウンロードできるファイルなどを管理できます。 

複数の写真をアップロードする場合は、「値の数」で数を設定します。 

 

 

 

保存して、次へ 
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パブリックファイルへ保存するディレクトリに、デフォルトで以下のような値が設定されていま

す。Y は年、ｍは月、たとえば、2016 年 10 月の場合、2016-10 になります。 

 

 

写真の属性も使いましょう。SEO 対策やアクセスビリティの読み上げソフト対応にもなります。 

 

 

 

これで写真のフィールドができました。 

 

 

 

フォームディスプレイの管理 

フォームディスプレイは、管理画面でコンテンツタイプの入力画面表示を管理します。 
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表示管理 

実際に公開されるページやコンテンツの状態を管理します。デフォルト表示とティーザーを管理。 

ラベルの位置、表示させるフィールドの順番、非表示、写真の属性などを調整します。 

 

 

 

「Body」フィールドは、備考欄として最下部に表示させ、何も記入しなければ表示されません。

写真は、オリジナル画像の右横にある設定アイコンをクリックし、画像のスタイル「Medium」を

選択します。 
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以下のようになります。 

 

 

それでは、チームメンバーのコンテンツを追加してみましょう。 

 

管理画面 -> コンテンツの追加 -> チームメンバー 

 

コンテンツの追加で、作成画面では「Body」欄が上から２番目に表示されますが、コンテンツタ

イプの「表示の管理」にて、最下部に表示させる設定にしたので、表示されるページの最下部に表

示されます。 
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サンプルとして登録した内容。デザインは CSS や Field Group モジュールなどで修正します。 
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Views でメンバー一覧ページ 

Views モジュールは Drupal 8 から標準機能になりましたが、Drupal 7 では追加モジュールになり

ます。Views を使うと、データベースからさまざまデータを選択し、表示させることを、スクリプ

トを書かないで、GUI 設定だけで可能です。大変便利でパワフルなモジュールです。 

Views モジュール ダウンロード https://www.drupal.org/project/views 

メンバーリスト検索表示で使用した設定画面 

 

https://www.drupal.org/project/views
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メンバーリストをページで表示 

 

ブロック（左サイドメニュー）で表示 
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第３章 お知らせページをトップページに表示 

 

コンテンツタイプ「Article」のページにサッカーの試合のお知らせを作成し、トップページにも掲

示します。 

 

管理画面 -> コンテンツの追加 -> Article 

 

タイトルは、たとえば、親善試合 2016 と記入し、タグにも「親善試合,  さくらサッカークラブ」

と記載します。タグは、カンマ（ , ）で区切り、複数設定可能です。 
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「メニューの設定」は、「メニューリンクを生成」をチェックし有効にします。「メニューリンク

のタイトル」には、デフォルトでそのページのタイトルが記入されます。さらに、ページのタイト

ルとメニューを別の表現に設定もできます。 

 

 

写真のアップロードは、「ファイルを選択」をクリックし、アップロードします。標準のアップロ

ードでは、本文などの上か下などに表示されますが、本文中本文欄の任意の場所に画像を挿入する

場合は「インサート(Insert)モジュール」を追加します。 

ダウンロード https://www.drupal.org/project/insert し管理画面で有効にします。 

 

管理画面 -> モジュール 

 

 

 

使用する Article のコンテンツタイプで、Insert モジュールを有効に設定します。 

 

https://www.drupal.org/project/insert
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管理画面 -> サイト構築 -> Article -> フィールドの設定 -> Image 編集 をクリック 

 

 

 

Insert 機能を有効に。 

 

 

本文中に画像を挿入したい場所にカーソルを移動します。CKEditor では、 

ブロック表示のアイコンをクリックすると挿入が楽になります。 
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Image をアップロードし、「style：」で画像スタイルを選択し、「Insert」をクリック 

 

 

 

Image を本文中に挿入する場合は、本文の「テキストフォーマット」を Full HTML に変更してくだ

さい。この設定は、管理画面の環境設定、テキストフォーマットにて調整します。 

 

画像の表示設定は、画像を選択し、マウス右クリックメニュー、「画像のプロパティ」を選択し調

整します。 
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「リビジョン情報」は変更なし、「URL エイリアスの設定」は、自分でそのページの意味を表現し

た URL にします。インターネット上での検索にも役立ちます。URL の最初は / を付けないで記入し

ます。Drupal７では、既に作成されている URL の場合は、「このエイリアスはすでに使われていま

す。」という警告メッセージが表示され、ページを保存することができません。 
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「コメント」は「クローズド」でそのまま、「投稿の情報」もそのままです。「掲載オプション」

は、Article のコンテンツタイプにてデフォルトが「フロントページへ掲載」が有効になっています

ので、そのままです。 

この場合、保存するとトップページにも見出しとして表示されます。このような見出しを作って本

文のページへリンクさせる動作スタイルは、Views モジュールで簡単に作ることが可能です。 

 

トップページや作成した Article のページで、画像が 2 つ表示されます。 

 

 

なぜなら、Insert モジュールで本文中に挿入した画像とアップロードした画像が表示されるためで

す。そこで、Insert 機能だけを使う場合は、コンテンツタイプの「Article」、「表示管理」で

Image を非表示に設定します。 



 

 

65 

 

 

ただし、この表示管理は「デフォルト」の場合は、「Article」ページの表示になります。トップペ

ージに表示される場合は、「ティーザー」の場合で、目的に応じて表示、非表示を管理できます。 

 

 

 

「ティーザー」の場合も Image を非表示にします。これでお知らせのページができました。 

 

 

コンテンツの編集で便利な機能 

Drupal 7 の標準コアに含まれている「Contextual links モジュール」を有効にすると、表示され

ているページやブロックから、直接、コンテンツを編集するページを呼び出すことができます。公

開されているページを見ながら、修正する箇所をすぐに編集でき、大変便利です。 
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管理画面 -> モジュール -> Contextual links 

 

 

 

コンテンツの右上にマウスを移動すると編集、削除や、翻訳などの機能ごとに表示されます。 

 

 

 

 

 

ページを複製する機能 

 

同じようなページを作成するときに、大変便利な Node clone モジュール 

 Node clone モジュール ダウンロード https://www.drupal.org/project/node_clone 

 

 

 

https://www.drupal.org/project/node_clone
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第４章 問合せページの作成 

Drupal8 のコンタクトフォームを使って、問合せ画面を作りましょう。 

 

コンタクトフォームにフィールド追加 

 

管理画面－＞サイト構築－＞コンタクトフォーム 

 

 

 

SMTP モジュール 

 

実際のテストは、インターネット上のサーバー環境であれば、送信可能ですが、社内などの環境か

らメールサーバーと連携できない環境では、SMTP モジュールを使うと大変便利です。指定したメ

ール送信サーバー経由で送信できます。 

 

 SMTP モジュール ダウンロード https://www.drupal.org/project/smtp 

 

https://www.drupal.org/project/smtp
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第5章 メインメニューの設定 

 

ここまでで、いくつかのコンテンツが作成されました。でも、メニューの位置は、順番があまり好

ましくないので、調整します。 現在の状態は、たとえば、以下のようになっているとします。 
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メインメニューの編集 

メニューの設定は、ページの編集でも可能ですが、管理画面で行います。 

管理画面 -> サイト構築 -> メニュー 

「Main menu」の「リンク一覧」をクリック。 
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「行のウェイトを隠す」をクリックし、簡単にメニューを上下に、階層も含めて移動ができます。

たとえば、メンバー紹介のメニューを新規作成し、その下にメンバーを移動させます。 

まず、メンバー紹介のメニューを追加するには、「リンクの追加」クリック。 

 

 

「パス」は実際に作成したページがある場合は、その URL やノード番号などを記入しますが、

<front>と記入すると、トップページになります。トップのメニューなどを作る時や暫定的にメニ

ューを作る場合に便利です。 

メニューの階層を表示させる場合は、「展開して表示」を有効にします。 
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Drupal 7 の標準インストールで使っている「Bartik」というデザインテンプレートでは、メインメ

ニューの階層表示ができません。もし階層表示メニューにする場合は、以下のメニューモジュール

などを追加し、設定が必要です。 

 Nice Menus  ダウンロード  https://www.drupal.org/project/nice_menus 

 Superfish  ダウンロード  https://www.drupal.org/project/superfish 

 TB Mega Menu  ダウンロード  https://www.drupal.org/project/tb_megamenu 

 

Superfish を使って Bartik で階層メニューの設定する手順 

 Add drop down menu support to Bartik https://www.drupal.org/node/1508652 

もしくは、次章のデザインテンプレートを変更することで、階層表示メニューに対応になります。 

 

 

 

第6章 デザインテンプレートの変更 

 

https://www.drupal.org/project/nice_menus
https://www.drupal.org/project/superfish
https://www.drupal.org/project/tb_megamenu
https://www.drupal.org/node/1508652
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Drupal のデザインテンプレートは、無料から有料版まで、Drupal.org サイトやインターネット上

でたくさん公開されています。ライセンスフリーで自由に加工できるデザインテンプレートは、以

下のサイトで検索します。 

 

 ダウンロード  https://www.drupal.org/project/project_theme 

 

 

 

たくさん公開されている中で、動作が軽快で使いやすい Nexus Theme を使ってみましょう。 

 

 Nexus Theme ダウンロード  https://www.drupal.org/project/nexus 

＊必要なモジュール 

 jQuery Update ダウンロード  https://www.drupal.org/project/jquery_update 

 

https://www.drupal.org/project/project_theme
https://www.drupal.org/project/nexus
https://www.drupal.org/project/jquery_update
https://www.drupal.org/project/project_theme
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テーマのインストール 

テーマのインストールもモジュールと同じ手順です。ダウンロードし、 

管理画面 -> テーマ 新しいテーマをインストール 

インストール後、「無効のテーマ」で、Nexus Theme を「デフォルトに設定」に変更し、テーマ

の状態を確認しながら、ブロックやメニューの設定を行います。 

https://www.drupal.org/project/nexus
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「デフォルトに設定」に設定後、トップを見ると以下のようになっています。 

 

メインメニューも階層表示となり、ロゴ、スライドショーの写真以外は、ブロックで好きなレイア

ウトにブロックを設定し、CSS を修正、デザインテンプレートを完成させることができます。 
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テーマの設定は 

管理画面 -> テーマ -> Nexus Theme の環境設定 

 

環境設定で設定できる内容は、「共通の設定」以外、デザインテンプレートごとに異なります。 

 

 

 

スライドショーの写真を変更 

Nexus Theme のスライドショーの写真は、テーマがインストールされた以下のディレクトリに保

存されています。同じファイル名で入れ替えるとスライドショーの写真が変更になります。 

 

 （Drupal インストールディレクトリ）/sites/all/themes/nexus/images/slide-image-1.jpg 

（Drupal インストールディレクトリ）/sites/all/themes/nexus/images/slide-image-2.jpg 

（Drupal インストールディレクトリ）/sites/all/themes/nexus/images/slide-image-3.jpg 

入れ替える写真の大きさは、デザインテンプレートの元写真と同じ 840x300 ピクセルにします。 
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スライドショーの写真に表示されるメッセージなどは、Nexus Theme の設定 

 

管理画面 -> テーマ -> Nexus Theme 環境設定 -> Front Page Slideshow 

 

 

「Read More」のリンクは、「Slide URL」で URL を設定します。 
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ブロックの使い方 

Drupal 7 のコンテンツ表示はブロックを使って、デザインテーマのテンプレートごとにブロックの

レイアウトや種類が異なります。 

 

管理画面 -> サイト構築 -> ブロック 

 

 

 

「ブロックリュージョンのデモをみる」をクリックし、Nexus Theme のブロックレイアウトを確

認できます。 
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標準のブロックの他に、自分でブロックを作成し、レイアウトに追加してみましょう。 

 

ブロックの編集画面は、Drupal 7 の標準インストールでは画像のアップロードがないので、本文欄

の CKEditor で、ファイルアップロードができる「IMCE モジュール」をインストールします。 
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CKEditor でファイルのアップロード 

 

 IMCE モジュール ダウンロード  https://www.drupal.org/project/imce 

 

 

 

インストール後、設定画面の「Role-Profile assignments」で Administrator と承認済みユーザ

ーを User-1 で設定します。承認済みユーザーとはユーザーアカウントを登録してログインしたと

きのユーザー、匿名ユーザーはサイト訪問者です。 

 

 

 

保存し、次に、「Configuration profiles」の User-1 を編集します。「Directories」には、ア

ップロードするディレクトリを追加し、保存します。保存後、繰り返すことで追加可能です。 

 

https://www.drupal.org/project/imce
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IMCE モジュールの便利な追加モジュールとして、ディレクトリ作成モジュールもあります・ 

 IMCE Mkdir モジュール https://www.drupal.org/project/imce_mkdir 

 

 

次に、CKEditor で IMCE モジュールが使えるように設定します。 

 

管理画面 -> 環境設定 -> コンテンツ作成 -> CKEditor 

 

「プロフィール」で Full を選択し、「File Browser settings」を選択し、IMCE を選択します。 

 

https://www.drupal.org/project/imce_mkdir


 

 

81 

 

 

CKEditor で、「テキストフォーマット」は Full HTML に設定し、イメージのアイコンをクリック

すると「画像のプロパティ」が表示されます。「サーバーブラウザー」をクリックし、ファイルブ

ラウザーが表示。 
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「アップロード」をクリック、「ファイルを選択」でアップロードファイルを選択し、アップロー

ドします。アップロードしたら、「ファイル名」でファイルを探して、下のプレビュー画面をクリ

ックすると、そのファイルが挿入されます。 

 

 

ブロックの追加 

 

管理画面のブロックで「ブロックの追加」をクリックし、たとえば、頑張ろうニッポン！サイト 

へリンクするバナーを追加します。ブロックのタイトルは、ご協力お願いします と入力します。

もしタイトルなしの場合は、<none>と記入。 

 

 

 

IMCE モジュールでバナーファイルをアップロード、設定します。 

http://www.jfa.or.jp/ganbaro_nippon/
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バナーへのリンクは、バナーを選択し、「リンク挿入/編集」のアイコンをクリックして、その

URL を設定します。 

 

ブロックの場所は、Nexus Theme の First Sidebar を選択。「ページ」の「特定ページでのブロッ

ク表示」でトップページだけに表示させる場合は、「以下のページのみ」をチェックし、<front>

と記入します。今回はすべてのページに表示させるため、何も記入しません。 
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「コンテンツタイプ」「役割」「ユーザー」は必要があれば設定します。保存し、ページで確認し

ます。 

 

 

 

CSS の設定 

Nexus Theme のデザインテンプレートのソースファイルは、以下の URL の下にあります。 

（Drupal インストールディレクトリ）/sites/all/themes/nexus/ 

 

CSS ファイルは style.css と css ディレクトリにあります。メインのデザイン修正は styls.css で設

定します。 

ただし、デザインテンプレートのアップデイトを実行すると、ソースファイルも更新されるので、

CSS の修正箇所がわかるようにソースファイルを管理します。 
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CSS 設定関連の便利なモジュール 

 Live CSS モジュール ダウンロード  https://www.drupal.org/project/live_css 

 CSS Injector モジュール ダウンロード 

 https://www.drupal.org/project/css_injector 

 

Live CSS はブラウザから CSS ソースファイルを直接変更する機能があり、開発時だけ使います。

CSS Injector はデザインテンプレートのソースファイルは修正しないで、ページが表示される際に、

CSS を再設定させます。 

 

以上で、シンプルな Web サイト（さくらサッカークラブ）が完成し、次章（第 7章 アドミン環境

設定）を確認してから、ホームページを公開しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.drupal.org/project/live_css
https://www.drupal.org/project/css_injector
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第7章 アドミン 環境設定 

 

作成した Drupal の Web サイトをインターネット上で公開するまえに、Drupal のアドミン環境で設

定を確認しましょう。 

 

メンテナンスモードとは 

サイトを修正しているときなどは、メンテンナスモードに設定することで、一時的に公開しない状

態にします。 

 

管理画面 -> 環境設定 -> 開発 -> メンテンナスモード 

 

 

 

「メンテナンスモードメッセージ」には、HTML タグも使えます。たとえば、 

</br> 

<A Href="http://www.gennai3.co.jp/otoiawase" Title="お問合せ">お問合せ</A> 
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管理メニューについて 

ログイン後の画面が管理メニューはプルダウンしないため、使いやすい Admin Menu モジュールを

追加します。 

 

 Administration menu モジュール ダウンロード https://www.drupal.org/project/admin_menu 

 

Administration Menu をインストールした場合、既存の Toolbar モジュールはメニューが重複す

るため、無効にします。 

 

 

https://www.drupal.org/project/admin_menu
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ユーザー登録の権限 

インターネットで公開する場合は、ユーザー登録権限は、安全のために、管理者だけにしましょ

う。誰でもユーザー登録申請ができる状態が、Drupal インストール後のデフォルト設定です。 

 

管理画面 -> 環境設定 -> ユーザー アカウントの設定 -> 登録と削除 

 

アカウントを登録できる人を「管理者のみ」に制限することをお薦めします。訪問者が登録できる

状態では公開されるページやログインページなどに「アカウントの作成」が表示されます。 

 

 

 

キャッシュの管理 

ページのコンテンツ更新後やデザインテンプレートのCSS設定などを更新するときに、Drupalの

キャッシュをクリアーすると便利です。 

管理画面 -> 環境設定 -> 開発 -> パフォーマンス 



 

 

89 

 

 

「すべてのキャッシュをクリアー」で実行。 

 

日付と時刻 

日付の表示フォーマットは、英語の日付フォーマットがデフォルトです。日本語フォーマットを

追加することができます。 

 

管理画面 -> 環境設定 -> 地域と言語 -> 書式 

 

 

「書式を追加」をクリックし、たとえば、 年 月 日 と表示させる場合は、 Y 年 Md 日 を

記入し保存します。 
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Y 年 Md 日(D)  2016 年 4 月 07 日(木) 

Y 年 m 月 m 日(D) 2016 年 04 月 04 日(木) 

Y 年 n 月 j 日 l  2016 年 4 月 7 日 木曜日 

 

「データタイプを追加」をクリックし、作成した日付フォーマットを追加します。 

 

 

Drupalの管理画面で、コンテンツタイプや Views などの設定画面にて、「日付の書式」という選

択項目に、追加作成した日本語フォーマットを設定できます。 
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第8章 多言語サイトの設定 

 

Drupal 7 は標準で多言語対応の機能は含まれていますが、メニュー、タクソノミー、ブロックな

ど、さまざまなモジュールとの連携は、国際化モジュールをインストールします。 

 

 Internationalization ダウンロード  https://www.drupal.org/project/i18n 

 

本書は Drupalをはじめて使う時を想定しています。多言語の設定は、今後、多言語化の入門書を

作成します。 

参考までに 英語の設定マニュアル https://www.drupal.org/node/133977 

https://www.drupal.org/project/i18n
https://www.drupal.org/node/133977
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https://www.drupal.org/node/133977
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第9章 タクソノミーとは 

概念 

タクソノミーとは、難しい言葉ですが、特定領域での構成要素の分類基準の意味で用いられてい

ます。Drupal ７ の標準機能でもタクソノミーが組み込まれています。 

 

管理画面 -> サイト構築 -> タクソノミー 

 

 

 

タクソノミーはコンテンツの分類を「ボキャブラリー」で分類管理し、その下に「ターム」とい

うことばで管理します。たとえば、 

ボキャブラリー  ターム （親）  ターム（子） 

やさい   じゃがいも  男爵   メークイン  

    ピーマン  赤ピーマン  黄色ピーマン 

果物    りんご   ふじ   紅玉 
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タームは親子関係（階層）を作れます。たとえば、やさい を定義し、その選択肢を選ぶ場合、タ

クソノミーのタームを参照することで、データベース構成の共通項目として使います。 

また、Drupal 7 の標準機能のタグに登録した単語は、自動的にタクソノミーの Tag のボキャブ

ラリーのタームに登録されます。 

 

 

 

タクソノミーに登録されたタームは、そのタームの名称のページを作成します。説明文章や URL

エイリアスを定義することで、インターネットの検索キーワード対策にも役立ちます。 
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タクソノミーのボキャブラリーとタームをコンテンツタイプで連携する方法を説明 

コンテンツタイプのフィールドと連携 
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第10章 便利なモジュール 

 

モジュールの検索は以下のサイトから 

https://www.drupal.org/project/project_module 

 

Search Modules に検索したいモジュールのキーワードを入力し、Sort by で Relevancy を選択 

 

 

 

SEO 対策 

Pathauto     https://www.drupal.org/project/pathauto 

Redirect    https://www.drupal.org/project/redirect 

Google Analytics   https://www.drupal.org/project/google_analytics 

https://www.drupal.org/project/project_module
https://www.drupal.org/project/pathauto
https://www.drupal.org/project/redirect
https://www.drupal.org/project/google_analytics
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XML sitemap   https://www.drupal.org/project/xmlsitemap 

Metatag   https://www.drupal.org/project/metatag 

 

エディター関連 

IMCE    https://www.drupal.org/project/imce 

IMCE Mkdir   https://www.drupal.org/project/imce_mkdir 

 

画像・ファイル管理 

Medai    https://www.drupal.org/project/media 

 

多言語対応 

Internationalization https://www.drupal.org/project/i18n 

 

メール関連 

SMTP    https://www.drupal.org/project/smtp 

 

日付・カレンダー 

Date API   https://www.drupal.org/project/date 

Calendar   https://www.drupal.org/project/calendar 

 

https://www.drupal.org/project/xmlsitemap
https://www.drupal.org/project/metatag
https://www.drupal.org/project/imce
https://www.drupal.org/project/imce_mkdir
https://www.drupal.org/project/media
https://www.drupal.org/project/i18n
https://www.drupal.org/project/smtp
https://www.drupal.org/project/date
https://www.drupal.org/project/calendar
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ユーザー管理 

Organic Groups  https://www.drupal.org/project/og 

 

アドミン環境 

Administration menu https://www.drupal.org/project/admin_menu 

Module Filter   https://www.drupal.org/project/module_filter 

Node clone   https://www.drupal.org/project/node_clone 

 

アクセス制御 

Content Access  https://www.drupal.org/project/content_access 

 

デザインテーマの管理 

Content Theme  https://www.drupal.org/project/content_theme 

Page Theme   https://www.drupal.org/project/page_theme 

ThemeKey   https://www.drupal.org/project/themekey 

 

ワークフロー（申請、承認、発行） 

Workbench   https://www.drupal.org/project/workbench 

Rules    https://www.drupal.org/project/rules 

 

https://www.drupal.org/project/og
https://www.drupal.org/project/admin_menu
https://www.drupal.org/project/module_filter
https://www.drupal.org/project/node_clone
https://www.drupal.org/project/content_access
https://www.drupal.org/project/content_theme
https://www.drupal.org/project/page_theme
https://www.drupal.org/project/themekey
https://www.drupal.org/project/workbench
https://www.drupal.org/project/rules
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ページレイアウト 

Panels   https://www.drupal.org/project/Panels 

Display Suite  https://www.drupal.org/project/ds 

Nodeblock   https://www.drupal.org/project/nodeblock 

 

データベースの入出力、バックアップ 

Features   https://www.drupal.org/project/features 

Feeds    https://www.drupal.org/project/feeds 

Backup and Migrate https://www.drupal.org/project/backup_migrate 

 

ショッピングサイト 

Drupal Commerce  https://www.drupal.org/project/commerce 

Ubercart   https://www.drupal.org/project/ubercart 

 

予約管理 

Rooms - Drupal Booking for Hotels, B&Bs and Vacation Rentals 

https://www.drupal.org/project/rooms 

 

その他 

Views    https://www.drupal.org/project/views 

Chaos tool suite (ctools) https://www.drupal.org/project/ctools 

Devel    https://www.drupal.org/project/devel 

https://www.drupal.org/project/Panels
https://www.drupal.org/project/ds
https://www.drupal.org/project/nodeblock
https://www.drupal.org/project/features
https://www.drupal.org/project/feeds
https://www.drupal.org/project/backup_migrate
https://www.drupal.org/project/commerce
https://www.drupal.org/project/ubercart
https://www.drupal.org/project/rooms
https://www.drupal.org/project/views
https://www.drupal.org/project/ctools
https://www.drupal.org/project/devel
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第11章 良く使うデザインテンプレート 

 

検索     https://www.drupal.org/project/project_theme 

 

インストールしてすぐに使えそうなデザインテンプレート 

 

Corporate Clean  https://www.drupal.org/project/corporateclean 

Business   https://www.drupal.org/project/business 

Corolla   https://www.drupal.org/project/corolla 

Nexus Theme  https://www.drupal.org/project/nexus 

Business Responsive Theme https://www.drupal.org/project/business_responsive_theme 

Bootstrap Business  https://www.drupal.org/project/bootstrap_business 

Responsive Green  https://www.drupal.org/project/responsive_green 

Gratis    https://www.drupal.org/project/gratis 

MultiPurpose Zymphonies Theme

 https://www.drupal.org/project/multipurpose_zymphonies_theme 

 

 

https://www.drupal.org/project/project_theme
https://www.drupal.org/project/corporateclean
https://www.drupal.org/project/business
https://www.drupal.org/project/corolla
https://www.drupal.org/project/nexus
https://www.drupal.org/project/business_responsive_theme
https://www.drupal.org/project/bootstrap_business
https://www.drupal.org/project/responsive_green
https://www.drupal.org/project/gratis
https://www.drupal.org/project/multipurpose_zymphonies_theme
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第12章 便利なディストリビューション 

 

ディストリビューションとは、Drupal のインストールも含んだ、すぐ使えるパッケージです。 

検索     https://www.drupal.org/project/project_distribution 

 

さまざま業務や職場で使えるパッケージ 

ショッピングサイト 

Commerce Kickstart  https://www.drupal.org/project/commerce_kickstart 

 

チームなどのグループウェア 

Open Atrium    https://www.drupal.org/project/openatrium 

 

教会向け 

OpenChurch    https://www.drupal.org/project/openchurch 

 

イベント開催サイト 

Conference Organizing Distribution https://www.drupal.org/project/cod 

 

飲食店向け 

Open Restaurant   https://www.drupal.org/project/restaurant 

 

社内業務、ERP システム 

ERPAL for Service Providers https://www.drupal.org/project/erpal 

https://www.drupal.org/project/project_distribution
https://www.drupal.org/project/commerce_kickstart
https://www.drupal.org/project/openatrium
https://www.drupal.org/project/openchurch
https://www.drupal.org/project/cod
https://www.drupal.org/project/restaurant
https://www.drupal.org/project/erpal
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第13章 英語のドキュメント 

 

概要 https://www.drupal.org/documentation 

 

 

https://www.drupal.org/documentation
https://www.drupal.org/documentation


 

 

103 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.drupal.org/documentation
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第15章 Drupalを学ぶ環境（パソコン編） 

 

自分のパソコンにインストールして学ぶ場合 

お薦めは、Acquia Dev Desktop 2 です。Drupal 8 のデフォルトコア以外の良く使われている

Drupal Commerce Kickstart なども選択でき、PHP 言語のバージョンを選択、既存の Drupal のデ

ータベースをインポートして取り込むこともできます。 

 

 

Acquia Dev Desktop 2 のインストール 

ダウンロード： https://www.acquia.com/downloads 

 

 

 

英文マニュアルは https://docs.acquia.com/Dev Desktop 2 

https://www.acquia.com/downloads
https://docs.acquia.com/dev-desktop2
https://dev.acquia.com/downloads
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Windows でインストールした場合（Drupal 7 の例ですが、Drupal 8 も同様です） 

 

 

Next をクリック 
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XMail server は Windows の PC でメールを送信できるようにする SMTP プログラムです。実行で

きる状態で Next へ 

 

★ 参考情報 

XMail server は Windows でメールを送信できるオープンソースのメールサーバー(SMTP)プログラ

ムです。 

 

XMail について 

ウィキペディア  http://ja.wikipedia.org/wiki/XMail 

開発元  http://www.xmailserver.org/ 

日本語情報  http://www.xmailserver.jp/ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/XMail
http://www.xmailserver.org/
http://www.xmailserver.jp/
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内容を確認して Next をクリック 

 

 

ライセンス OK として Next をクリック 
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任意のインストール先を指定して、Next をクリック 

 

 

 

ポートは問題なければデフォルトで Next をクリック 
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内容を確認後、Next 

 

 

 

Next でインストール開始 
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インストールで上記の警告が表示された場合、「アクセルを許可する」をクリック 

 

 

 

Dev Desktop 2 のインストール完了です。Finish をクリック 
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Drupal をインストールします。 一番上の Start from scratch, ….. を選択します。 

 

★ 参考情報 

 

「選択項目」として３種類 

「Start from scratch. I don’t have an existing Drupal site」   

Drupal コア、ディストリビューションなどを新規インストールします。  

「Start with an existing Drupal site located on my computer」   

PC にインストールされている Drupal のデータベースダンプファイルや Drupal ディレ

クトリをインポートしてインストールします。 
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「Start with an existing Drupal site hosted on Acquia Cloud」 

Acquia Cloud のクラウドに構築した Drupal をインポートし、インストールします。 

一番上の「Start from scratch, …..」 を選択します。 

 

 

 

 

標準の Drupal ８をインストールします。 Install をクリック 
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PHP は最新版を選択して、Finish をクリック。Drupal のインストールが始まります。 

 

 

 

Local site のリンクをクリック 
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日本語を選択して Save and continue をクリック 

 

 

 

標準を選択して 保存して次へ をクリック 
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Save データベース名 データベースのユーザー名 データベースのパスワード を入力 

 

 

インストールが始まります。 

 

サイト名、サイトからのメール送信で使用するメールアドレスを記入 
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サイト管理者のログインユーザー名、パスワード、メールアドレスを記入 

 

 

 

デフォルトの国は、日本を選択します。 

 

保存して次へ クリック 

インストールが再開し、以下の画面が表示されれば完了です。 
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Bitnami のインストール 

概要 

Bitnami はオープンソースのソフトウェアをクラウドで簡単に運用できるサービスを提供していま

す。CMS の中に Drupal もあります。 https://bitnami.com/ 

https://bitnami.com/
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対応 OS 

  A L inux  operat ing system.  

  A Windows operat ing system such as  Windows 2000,  XP ,  Server  

2003,  Server  2008,  Server  2012,  V i s ta,  Windows  7 ,  Windows  10  

  Mac  OS X  operat ing  sys tem.  

詳細は以下の URL でご確認下さい。 

http://wiki.bitnami.com/Native_Installers_Quick_Start_Guide 

 

http://wiki.bitnami.com/Native_Installers_Quick_Start_Guide
https://bitnami.com/
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インストール 

Bitnami サイトから Drupal7 をダウンロードしインストールします。Windows 版の場合。 

https://bitnami.com/stack/drupal 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://bitnami.com/stack/drupal
https://bitnami.com/stack/drupal
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第16章 Drupalを学ぶ環境（クラウド編） 

 

クラウドで Drupal を選択してインストールする場合 

 

Microsoft Azure の Free プランで Drupal を使う場合のインストール手順 

マイクロソフトの Azure  https://azure.microsoft.com/ja-jp/ 

 

 

 

MS Azure のインストール    

無料コースを確認します。https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/app-service/ 

https://azure.microsoft.com/ja-jp/
https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/app-service/
https://azure.microsoft.com/ja-jp/
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無料で試す をクリック すると１ヶ月の無料お試しができます。 

 

 

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/app-service/
https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/details/app-service/
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無料お試しをしなくても、Free サービスプランを使うことで、簡単な Drupal の勉強サイトを運用

することができます。今すぐ購入で、正規の購入手続き画面から操作します。 

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/purchase-options/ 

 

 

https://azure.microsoft.com/ja-jp/pricing/purchase-options/
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「今すぐ購入」をクリックします 

Microsoft アカウントがある人は、そのアカウントでサインインします。Microsoft アカウントを持

っていない場合は、右下の「新規登録」から登録します。 

 

 

 

新規アカウントを登録します。 
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新規マイクロソフトのアカウント作成後、もしくは、既にマイクロソフトアカウントを持っている

場合は、アカウント名とパスワードでログインします。 

ログイン後、Azure のサインアップ（登録手続き）になります。 

 

 

 

 

このときに、「勤務先の電話番号」は半角で 81 44xxxxxxx  (たとえば、日本 81、川崎市の市外

局番の最初の 0 なし 44 残りの番号)になります。 

 

携帯電話確認も +81 はそのままで、 99xxxxxxxx  (最初の 0 はなし、その後に携帯電話番号)を

入力し、「テキストメッセージを受信」をクリックします。 
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次に支払い条件を設定します。 もし、作業途中で再度ログイン画面が表示される場合は、ログイ

ンしなおして下さい。その後、この画面に戻ります。 
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クレジットカードや住所などを記入して、購入をクリックして手続き完了となります。 

しばらく、以下のような画面になります。課金登録作業の状態により、4 分以上、かなり時間がか

かる場合があります。 この間に、下記のチュートリアルビデオを見ることも可能です。 

 

 

 

以下のような準備完了が表示されれば課金手続きの完了です。 
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実際の Azure サービスを開始して、Free プランの Drupal をインストールしてみましょう。 

 

「サービスの管理を開始する」をクリックします。 

 

 

 

「従量課金 有効」 をクリックして契約内容を確認できます。 
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上記の画面の状態で「ポータル」をクリックしてもポータル画面に移行しない場合がありますので、

左上部の「ホーム」をクリックして、ホームの画面から右上の「ポータル」をクリックしてポータ

ル画面に行こうします。 

初めての場合などは、下記のようなツアーが表示される場合もあります。 

 

 

 

ツアーなどが終了すると、次に、実際のポータル画面になります。 
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Free プランの Drupal をインストールする場合は、「コンピューティング」の「Web アプリ」、

「ギャラリーから」を選択します。 

 

 

「Acquia Drupal7」を選択し、右下の右矢印をクリックします。URL は任意の名称を設定します。 
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下のほうに「デプロイの設定」があり、Database Username と Database Password はメモし

ておきましょう。その他は、そのままでも OK です。 

パスワードは次の要件を満たしている必要があります。 

 長さが 8 文字以上である 

 ログイン名がまったく含まれていない 

 次の種類の文字が 3 文字以上含まれている 

- 大文字アルファベット (A ～ Z) 

- 小文字アルファベット (a ～ z) 

- 数字 (0 ～ 9) 

- 英数字以外の文字 (例: !、$、#、%)  

 

 

 

よければ右下の矢印をクリックします。 
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データベース名をメモします。 サーバーログイン名は、先ほどのユーザー名を記入し、パスワー

ドも記入します。 よろしければ、右下のチェックをクリックします。 

 

データベースの作成に移行します。クラウド環境の状況により、若干時間がかかることがあります。 

 

 

 

稼動した場合は以下のようになります。右の URL をクリックして Drupal７のサイトを確認します。 
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Drupal 7 のインストール画面が表示されれば OK です。Drupal７の標準的なインストール手順で設

定します。 

 

 

 

サイト管理者やパスワードなどを設定します。 
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インストールの最後で、メールを送信できないメッセージが表示されます。Azure クラウド環境で

のメールを送信する SMTP サーバーなどの環境設定と思われます。Drupal からメールを送信する場

合は、Drupalのモジュールで、SMTPモジュールという、Drupalをインストールしたサーバー以外

の SMTP サーバーを指定して送信するモジュールを追加インストールします。 

SMTP モジュールの情報 https://www.drupal.org/project/smtp 

 

 

https://www.drupal.org/project/smtp
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Acquia Drupal 7 は、標準の Drupal 7 のほかに、いくつかのモジュールがインストールされていま

す。さらに、Azure で使用するための、Windows Azure Authentication モジュールもあり、Azure

にログインしたら、Drupal にもログインできる便利な機能です。 

 

 

 

チェック！ 

Drupal 7 をインストールした場合、デフォルトでサイト訪問者がユーザー登録できる設定になって

います。この設定を、必ず、管理者だけ(Administrators only)に変更します。 
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第17章 Drupalを無料体験する Simpleytest.me サイト 

 

アマゾンのクラウド（AWS）で 24 時間だけ、Drupal およびモジュールを選択し、インストール後、

制限なしの機能で使えます。使用するためのユーザー登録もなし、すべて無料です。ただし、24 時

間経過後、自動的に AWS 上から削除されます。 https://simplytest.me/ 

 

 

 

使い方 

Drupal 8 の標準コアをインストールする場合は、Drupal と入力し、Drupal core を選択 

 

https://simplytest.me/
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最新バージョンが表示され、Launch sandbox をクリック 

 

 

 

その後、Launch Sandbox をクリックし、インストールが実行します。Advanced options で、同

時にインストールするモジュールやそのパッチなども適用することが可能です。 

 

 

 

インストール後は、追加のログイン名、パスワードおよび追加モジュールなども設定可能です。 

また、ブラウザを閉じても、再度アクセスした場合も、ログイン名とパスワードは記憶されている

仕様になっています。ただし、このサイトの運用管理者が、仕様を変更することがあります。 



 

 

137 

第18章 Drupalを学ぶ環境（Linuxサーバー編） 

 

CMS を Linux サーバーやクラウドにインストールした経験のある場合は、以下の手順で、PHP やデ

ータベースなどの動作環境を確認しインストールします。 

 

クラウドや自社サーバーの Linux にインストールする場合 

 

１）インストールで必要なシステム環境 

Drupal 8 の場合、2016 年 9 月現在 

OS： Linux, Mac OS X, Windows ほか 

ディスクスペース： 最小 15MB 以上 

Web サーバー： Apache, Nginx, or Microsoft IIS 

データベース： MySQL 5.5.3 /  MariaDB 5.5.20 / Percona Server 5.5.8 以上 (PDO 必須)、 

InnoDB 互換のストレージエンジン 

PostgreSQL 9.1.2 以上(PDO 必須)、SQLite 3.3.11 以上、 

Microsoft SQL Server (https://www.drupal.org/project/sqlsrv) と Oracle 

(https://www.drupal.org/project/oracle )  は追加モジュールが必要 

PHP 言語： PHP 5.5.9 以上   

詳細は https://www.drupal.org/docs/7/system-requirements/php 

 

https://www.drupal.org/project/sqlsrv
https://www.drupal.org/project/oracle
https://www.drupal.org/docs/7/system-requirements/php


 

 

138 

詳細は以下のサイトで確認して下さい。 https://drupal.org/requirements 

このマニュアルは、Debian GNU/Linux 6.0.7 での操作で、コマンド実行は、root 権限でのサ

ンプルになります。他のユーザー権限などでは、  sudo コマンドなどを使用します。 

Drupal のクリーン URL 機能を使うには、Apache の mod_rewrite モジュールが必要です。 

クリーンURL機能とは、example.com/?q=userのようなURLの代わりにexample.com/user

のような URL に変更する機能です。 

 

 

2） ダウンロードとインストール手順 

最新の Drupal 8 をダウンロードします。このマニュアル作成時、2016 年 9 月 9 日現在の最新

版はです。ソースファイルは Linux などで使用する tar.gz 形式と Windows などの ZIP 形式の

2 種類あります。以下の URL にてダウンロード。 

https://www.drupal.org/project/drupal/releases/8.1.9 

 

https://drupal.org/requirements
https://www.drupal.org/project/drupal/releases/8.1.9
https://www.drupal.org/project/drupal/releases/8.1.9
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ダウンロード後、CMS を運用するディレクトリに移動して圧縮ファイルを解凍します。 

Linux の場合は以下コマンドを使います。 例えば  

/var/www/html 以下へコピーまたは移動させ 

tar xzvf drupal-8.1.9.tar.gz 

解凍後、drupal-8.1.9 というディレクトリにソースプログラムがありますので、わかりやすい

ように、そのディレクトリ名を drupal へ変更します。 

一般的にこのディレクトリが Drupal ルートディレクトリという表現で説明されます。Linux の

場合は以下のコマンドを使います。 例えば 

mv drupal-8.1.9 drupal 

このディレクトリ以下が Drupal のルートディレクトリとなります。 

OS および Web サーバーのディレクトリやファイルのオーナーとユーザーのパーミッション設

定にあわせてディレクトリを設定します。 例えば、Debian GNU/Linux の標準的な Apache2

インストール環境で、ディレクトリやファイルのオーナー権限は root、 ユーザーが www-

data の場合、/var/www/html/ 以下のディレクトリに drupal が存在するとき 

chown -R root:www-data ./drupal 

もしくは、別の方法で、オーナー権限とユーザーを共に www-data で設定します。 

詳細は以下のサイトで確認して下さい。 
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Step 1: Download and extract Drupal  

https://drupal.org/documentation/install/download 

 

 

データベースの作成 (インストール時に作成可能) 

以下の手順は、Drupal 8の標準インストール画面でも作成可能です。データベースの設定をカ

スタマイズする場合です。 

MySQL の場合で説明します。データベースやユーザー作成および権限などの設定はさまざま運

用環境がありますので、運用する環境や目的に合わせて調整して下さい。学習用サンプルとし

て以下の手順で説明します。 

運用サーバーのローカルホストに設置された MySQL に root 権限でログインし、データベース

の作成、データベースユーザーの作成、新しいデータベースに対してユーザーの権限を設定し

ます。 以下の赤字箇所を英数字で設定します。 

１）MySQL にログインして、新しいデータベースの作成 

CREATE DATABASE 新しいデータベース名 DEFAULT CHARACTER SET utf8 COLLATE 

utf8_general_ci; 

２）データベースユーザーの新規作成 

https://drupal.org/documentation/install/download
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create user 'ユーザー名'@'localhost' IDENTIFIED BY 'パスワード'; 

３）作成したデータベースユーザーに権限を設定 

GRANT USAGE ON *.* TO 'ユーザー名'@'localhost' IDENTIFIED BY 'パスワード' 

with max_queries_per_hour 0 max_connections_per_hour 0 

max_updates_per_hour 0 max_user_connections 0; 

権限を実行できるように 

flush privileges; 

４）新しいデータベースに対してユーザーの権限を設定 

GRANT SELECT,INSERT,UPDATE,DELETE,CREATE,ALTER,INDEX,DROP,CREATE 

TEMPORARY TABLES,LOCK TABLES ON データベース名.* TO 

'ユーザー名'@localhost IDENTIFIED BY 'パスワード'; 

権限を実行できるように 

flush privileges; 

５）データベースの確認 

show databases; 
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詳細は以下のサイトで確認して下さい。 

http://drupal.org/documentation/install/create-database 

以上の設定で、ブラウザで、指定した Drupal 8 の root ディレクトを実行させることで Drupal 7 の

インストールが始まります。 もし、 Apache の Document Root が、/var/www の場合、ブラ

ウザの URL には  http://ホスト名/html/drupal/ と指定すると Drupal 7 のインストールが実行

されます。 

 

 

インストール後の設定 

インストールが完了したら、セキュリティ上、安全のために、必ず以下の settings.php ファイルの

パーミッションを変更します。 

 

設定ファイル (Drupal ルートディレクトリ sites/default/settings.php) の編集 

Drupal をインストールしたディレクトリ(Drupal ルートディレクトリ)の下にある sites/default

に移動します。settings.php ファイルのオーナー・ユーザーの権限を確認し、ファイルの権限を

オーナーのみ読み込みできる設定にします。たとえば、Linux コマンドでは、以下のように設定

します。 

http://drupal.org/documentation/install/create-database
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chmod -400 settings.php 

ユーザーが取り扱う files ディレクトリの作成 

sites/default ディレクトリに files というディレクトリを作成し、権限を設定します。 

mkdir –p files 

chown –R www-data:www-data files 

chmod –R 77５ files もしくは chmod o+w files 

以上で Drupal 8 を使う事ができます。 
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